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１．導入
　使徒言行録 11:26によると、キリストの弟子たちはアンティオキアで「キリスト教
徒（Χριστιανοί）」という名称で初めて呼ばれたとある（1）。そして、それ以降今日に至
るまでイエスの十字架上の死と復活を信じる者にこの名称が付けられていることは周
知の通りである。しかしながら、ずっと「キリスト教徒」という呼称だけが存在して
いたわけではなかった。たとえば、イエスがナザレ出身であることから彼の弟子たち
は「ナザレ人の異端者（Ναζωραίων αἱρέσεως）」（使 24:5）と呼ばれていた。さらに、
近代トルコでは不信心者を意味する「ジャウア（Gâvur）」がギリシアやバルカン半島
のキリスト教徒たちに向けられていたし、日本でも「耶蘇」という呼び名が侮蔑的な
意図で最近まで頻繁に用いられていたことを思い浮かべることもできるだろう。
　このような様々なキリスト教徒への呼び名がある中で、4世紀に異教復興を目指し
たローマ皇帝ユリアヌス（在位 361年 ~363年）によるものはとりわけ印象的である。
彼は、キリスト教徒に対して、すべてと言っていいほど「キリスト教徒
（Χριστιανοί）」の名で呼ぶことはなく（2）、その代わりに「ガリラヤ人（Γαλιλαίοι）」と
いう奇妙な呼称を用いていた。彼が「ガリラヤ人」と呼んだのには、間違いなく侮蔑
的な意図があるだろう。ユリアヌスにとってキリスト教徒は宗教的にも政治的にも宿
命の敵であったので、そのような敵対者に良い意味であだ名を付けるはずはないから
である。では、どのような意図をもってユリアヌスは「ガリラヤ人」という蔑称をキ
リスト教徒たちに向けていたのだろうか。この点を明らかにするためには、ユリアヌ
ス自身や彼について述べたキリスト教徒の著作家たちによる「ガリラヤ人」の用例を
調べていく必要があるだろう。
　また、ユリアヌスの意図をより明らかにするためにも、この蔑称の起源がユリアヌ
（ 1 ） Χριστιανοίという呼称の起源とキリスト教徒自身による名称の受容については、保坂高殿『ローマ帝
政初期のユダヤ・キリスト教迫害』（教文館、2003年）184-223頁が詳しい。
（ 2 ） ユリアヌス自身の言葉による Χριστιανοίの用例は現存する著作にはなく、『ボストラの人々へ
（Epistulae.114）』において 1回、激しく対立していたボストラの司教ティトスの言葉の引用の中で用
いられている。
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スにあるのかという点についても検討していくべきであろう。この点については、古
代・中世のギリシア語文献のデータベースである Thesaurus Linguae Graecae（UC 
Irvine, 1972-）（以下 TLG）を使って「ガリラヤ人」という単語の用例を検索していく
ことですぐに明らかになった（3）。「ガリラヤ人」という単語は、ユリアヌスよりも約
300年早いフラウィウス・ヨセフスや新約聖書文書といった 1世紀の文献において、
頻繁に用いられていたのである。しかしながら、ヨセフスや新約文書における「ガリ
ラヤ人」がユリアヌスと同じ意味で、即ちキリストの信奉者を指す意味で、用いられ
ているのかどうかは疑問であり確認しておくべき問題であるだろう。
　これらのことに関連して、興味深い例がある。それは、6世紀のステファノスによ
る『地名辞典（Ethnica）』と 10世紀に編纂された『スーダ辞典（Suda）』の 2つのビ
ザンツ時代の辞典においてであり、そこで「ガリラヤ人」はユリアヌスによって用い
られた意味とは全く異なったものとして記述されている。まず、『地名辞典』では
「ガリラヤ人」は「ユダヤの部族」（4）とあり、キリスト教徒とは一切関係性を見いだ
せない。ガリラヤ地方の人という地理的な意味であることが予想される。一方、『スー
ダ辞典』では「ガリラヤ人：ナザレ人の名で知られていた者が、いつキリスト教徒と
いう新しい名で呼ばれるようになったかを調べよ」（5）とある。そして「キリスト教徒」
の項目では、「ローマの皇帝クラウディウスの治世の間、使徒ペテロがアンティオキ
アでエウオディオスを按手して選んだ頃、かつてナザレ人やガリラヤ人と呼ばれてい
た者の名がキリスト教徒へと変わった」（6）と、「ガリラヤ人」が「キリスト教徒」と
呼ばれる以前の名称であったと記している。こちらは、「ガリラヤ人」がキリスト教
徒の呼称であったことを示してはいるが、ユリアヌスについては完全に無視されてい
る。
　これらのビザンツ時代の辞書が示している「ガリラヤ人」の意味は、おそらくヨセ
フスや新約聖書における意味と同様のものであると推測できるが、以下ではまずヨセ
フスや新約聖書などのユリアヌス以前の「ガリラヤ人」について検討していき、その
後ユリアヌスによる「ガリラヤ人」について考察していきたい。
（ 3 ） 検索方法として、γαλιλαῖοςの複数形を調べた。結果、333回の用例が挙がった。
（ 4 ） Γαλιλαῖοι, ἔθνος τῆς Ἰουδαίας．テクストは次の文献を使用。A. Meineke, Stephan von Byzanz, Ethnica (Berlin; 
Reimer, 1849). 
（ 5 ） Γαλιλαῖοι: ζήτει ποτὲ μετωνομάσθησαν Χριστιανοὶ ἐν τῷ Ναζιραῖοι．テクストは次の文献を使用。A. Adler, 
Suidae lexicon, 4 vols (Lexicographi Graeci: Leipzig; Teubner, 1928-1935).
（ 6 ） Χριστιανοί: ἐπὶ Κλαυδίου βασιλέως Ῥωμαίων, Πέτρου τοῦ ἀποστόλου χειροτονήσαντος Εὐόδιον ἐν Ἀντιοχείᾳ, μετω-
νομάσθησαν οἱ πάλαι λεγόμενοι Ναζιραῖοι καὶ Γαλιλαῖοι Χριστιανοί．
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２．ユリアヌス以前の「ガリラヤ人（Γαλιλαίοι）」
2.1．ヨセフスの時代に至るまでのガリラヤ地方
　ヨハネ福音書 7:41-42によると、イエスはガリラヤのナザレ生まれであるとされて
おり（7）、イエスや彼の弟子たちが、独特の方言であったことからガリラヤの人である
ことが容易に見分けることができたようである（マタ 26:73）。そして、福音書を一
読すれば明らかなように、イエスの伝道活動の拠点はガリラヤ地方である。
　このように、イエスや弟子たちの出身地として非常に重要なガリラヤ地方である
が、ガリラヤ地方は首都エルサレムなどの南方の人々には軽蔑されていた地域であっ
た。それは、ヨハネ福音書の 7:41や 7:52で、ガリラヤからメシアや預言者は出ない
と述べられていることから見えてくるだろう。ただし、ガリラヤ地方が蔑視されてい
るのはイエスの時代に始まったわけではない。イザヤ書やマカバイ記には「異邦人の
ガリラヤ」とあり（8）、昔から南方のユダヤ人にとって、ガリラヤはパレスチナの地で
あるにも関わらず、異邦人の臭いのする地方だったのである（9）。
　「異邦人のガリラヤ」という名称は、この地域の歴史と関係がある。ガリラヤは、
ソロモン王の死後に王国が分裂して以来、北イスラエル王国の最北部として敵国から
の攻撃を繰り返し受けることとなった。前 732年頃のアッシリアの侵攻により、北王
国は独立を奪われ属州となり、それがサマリア地方とガリラヤ地方とほぼ一致してい
る地域である。その後、ガリラヤはバビロニアやペルシア、ヘレニズム諸王朝（ギリ
シア）などに支配され続け、他民族の移住が行われて人種混合が起こり、ヘレニズム
化が促進された（10）。
　ようやくガリラヤ地方がエルサレムのユダヤ人と歴史的運命を共にするようになっ
たのは、ハスモン朝のアリストブロス 1世（在位前 104年 ~前 103年）の時代であっ
たとされている（11）。この出来事によって、ヘレニズム化していたガリラヤの住民た
ちの再ユダヤ化が行われた（12）。このユダヤ化がどのようなものであったにせよ、アッ
（ 7 ） マタイやルカでは、イエスはベツレヘム生まれのナザレ育ちとなっているが、「歴史的に見て、イエ
スは、おそらくナザレで生まれたガリラヤのユダヤ人であった」（D. フルッサー『ユダヤ人イエス』
［池田裕 ,・毛利稔勝訳、教文館、2001年］29頁）と考えるほうが自然である。なお、マタイとルカ
の記述に従うにしても、イエスがガリラヤ地方で育ったと両福音書は認めている。
（ 8 ） イザヤ書 9:1、マカバイ記Ⅰ 5:15。
（ 9 ） S. Freyne, “The Geography of Restoration: Galilee-Jerusalem Relations in Early Jewish and Christian 
Experience,” New Testament Studies 47 (2001, 289-311), 298-299．
（10） S. Freyne, “Galileans,” The Anchor Bible Dictionary, Vol.2. Edited by D. N. Freedman (New York, N.Y.; 
Doubleday, 1992), p.877．
（11） Josephus. Antiquitates Judaicae.13.319．
（12） ただし、ヨセフスのこの記述については信用性についての議論があるので鵜呑みにはできない。詳し
く は M. Cromhout, “Were the Galileans “religious Jews” or “ethnic Judaeans?” HTS Teologiese Studies 64 
(2008, 1279-1297), 1285-1286を見よ。
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シリアによる侵攻からハスモン朝による再ユダヤ化に至るまでの南方のユダヤ人との
長きに渡る隔離期間があったのであり、それがエルサレムの住民によってガリラヤの
住民が蔑視される要因となっていたのは間違いないだろう。
2.2．新約聖書における「ガリラヤ人（Γαλιλαίοι）」の用例
　「ガリラヤ人（Γαλιλαίοι）」という名称は、新約聖書の中で 11回用いられており（13）。
ここでは、その用例を調べていく。
　まず、11回の内 5回は特定の「個人」に対して用いられた単数形の「ガリラヤ人」
であり、2回はイエスに（マタ 26:69、ルカ 23:6）、2回はペテロに（マコ 14:70、ル
カ 22:59）、残りの 1回はユダという人物に向けられている（使 5:37）。イエスやペテ
ロに向けられた用例は、彼らがガリラヤ人であることの典拠となる箇所である。ユダ
という人物に用いられている使徒言行録の箇所では、この「ガリラヤのユダ（Ἰούδας 
ὁ Γαλιλαίος）」なる人物がローマによる戸籍調査の際に、反乱を起こして鎮圧されたこ
とが記されている。このガリラヤのユダが、紀元後 6年に反乱を起こした人物である
ことは、ヨセフスの証言からも間違いない（14）。
　次に、新約聖書内で「ガリラヤ人」を「イエスの信奉者」として用いている箇所を
2回数えることができる。それは、使徒言行録の 1:11と 2:7であり、イエスの信奉者
たちを「ガリラヤ人」と呼ぶ興味深い箇所である。なぜなら、本論文の目的はユリア
ヌスが「キリスト教徒」を「ガリラヤ人」と呼ぶ理由を明らかにすることだからであ
る。この箇所で、「イエスの信奉者」即ち「キリスト教徒」が「ガリラヤ人」と呼ば
れている例があることは、ユリアヌス以前の用例として非常に重要であるだろう。
　また、ルカ福音書において 3回、ピラトによって殺害されてその血を犠牲に混ぜら
れたガリラヤ人のグループの話の中で「ガリラヤ人」という単語は用いられている。
この残酷な逸話は、他のどの古代資料にも見当たらないルカの記者独自のものである
が、ピラトがサマリア人のグループの指導者たちを殺害するなどのユダヤ人弾圧を頻
繁に行っていたことから（15）、作り話であるとは断言できない（16）。ここでの「ガリラ
ヤ人」の用例は、イエスが悔い改めなければあなた方もこのガリラヤ人たちのように
滅ぶと警告している場面であることから、先述した使徒言行録の「ガリラヤ人」＝
（13） マタ 26:69、マコ 14:70、ルカ 13:1，13:2（2回），22:59，23:6、ヨハ 4:45、使 1:11，2:7，5:37。
（14） Josephus. Antiquitates Judaicae.18.23-25．
（15） Josephus. Antiquitates Judaicae.18.86-87．
 　メイソンは、ルカ資料のピラトによるガリラヤ人殺害とヨセフス資料のピラトによるサマリア人殺
害の類似性を主張している（S. メイソン『ヨセフスと新約聖書』［浅野淳博訳、リトン、2007年］
367頁参照）。
（16） R. A. カルペパー『ルカによる福音書－ NIB新約聖書注解 4－』（太田修司訳、ATD・NTD聖書註解
刊行会、2002年）348頁参照。
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「イエスの信奉者」という意味と異なっているのは明白である。
　最後の 1回は、ヨハネ福音書 4:45であるが、この箇所は地理的なガリラヤ地方の
人々を指す意味で用いられている。
2.3．「熱心党（Ζηλωτής）」と「ガリラヤ人（Γαλιλαίοι）」
　新約聖書における「ガリラヤ人（Γαλιλαίοι）」の用例には、イエスやその弟子パウ
ロ、また「イエスの信奉者」を指しているものがあった一方で、「ガリラヤのユダ
（Ἰούδας ὁ Γαλιλαίος）」やルカ福音書のピラトに殺されたガリラヤ人のグループなど、
明らかにイエスや弟子たちと異なるグループの者たちを示すものがあった。それはつ
まり、「ガリラヤ人」という名称で呼ばれるグループが存在していたことを示唆して
いる。
　ガリラヤ地方はハスモン朝の時代にユダヤ人の手に渡ると、過激な民族主義者たち
の温床となり、度々ローマやヘロデ家への反乱が起きる不穏な地域になっていた（17）。
ヨセフスの『自伝（Josephi vita）』には、サッピアスの子イエス（66）やギスカラの
ヨアンネス（70）といった過激な民族主義者たちの名前が挙がっている。彼らは、後
の第一次ユダヤ戦争（66~70年）の一翼を担った「熱心党（Ζηλωτής）」と呼ばれる一
派であるとされているが、先に述べた「ガリラヤのユダ」は「熱心党」の起源だと言
われている人物である（18）。また、この反乱者であるユダは、ヨセフスにおいても使
徒言行録同様に「ガリラヤ人」の添え名を持っており（19）、「ガリラヤ人と呼ばれたユ
ダ（Ἰούδα τοῦ καλουμένου Γαλιλαίου）」（20）とも表現されている。このことから、「ガリラ
ヤ人」は「ユダの信奉者」即ち「熱心党」のことを指している可能性は十分ありえ
る。実際、ヨセフスの『自伝』において、ローマに対する革命のグループとして「ガ
リラヤ人」は何度も現れており（21）、ヘンゲルも「ユダの信奉者たちが同様に〈ガリ
ラヤ人〉と呼ばれたということは、容易に理解できるだろう」（22）と考えている。ヘン
ゲル以外にも「ガリラヤ人」が「熱心党」を指していると考える学者はおり、シュ
ヴァイツァーは、マタイ福音書の 26:69でイエスがガリラヤ人と呼ばれることについ
て、「おそらく潜在的な革命家とする〈ガリラヤ人〉という軽蔑的なイエスに対する
（17） Freyne, “Galileans,” The Anchor Bible Dictionary, Vol.2, p.877．
（18） 荒井献『使徒行伝―上巻―』（現代新約注解全書、新教出版社、1977年）388頁参照。
（19） Josephus. De bello Judaico.2.218，Antiquitates Judaicae.18.23．
（20） Josephus. De bello Judaico.2.433．
（21） Josephus. Josephi vita.39, 99：Cf. S. Zeitlin, “Who Were the Galileans? New Light on Josephus’ Activity in 
Galilee,” The Jewish Quarterly Review 64 (1974, 189-203), 193-194．
（22） M. ヘンゲル『ゼーロータイ－紀元後一世紀のユダヤ教「熱心党」－』（大庭昭博訳、新地書房、1986
年）50頁。
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呼称」（23）と注釈し、革命家に対して付けられる蔑称が「ガリラヤ人」であるとしてい
る。
　「ガリラヤ人」がガリラヤのユダの信奉者である「熱心党」のことを指しているだ
ろう用例は 2世紀にも見られる。キリスト教徒の弁証家であるユスティノスとヘゲ
シッポスにはそれぞれユダヤ諸教派の名称を列挙しているものがある。ユスティノス
とヘゲシッポスは、どちらもパレスチナ出身の人物であるので、証言としての信憑性
はかなり高いと言える。ユスティノスは、「サドカイ派ゲニスタイ、メリスタイ、ガ
リラヤ人、ヘレーニアノイ、パリサイ派、洗礼派」（24）を、ヘゲシッポスは、「エッセ
ネ派、ガリラヤ人、毎日洗礼派、マスボーテオイ、サマリア人、サドカイ派、パリサ
イ派」（25）をその諸教派として挙げている。このユダヤ教の一派である「ガリラヤ人」
がどのような集団であったかを考えるなら、彼らを「ユダの信奉者」即ち「熱心党」
と推定するのが最も近いだろう（26）。この弁証家たちの記述は、後にユリアヌスが「キ
リスト教徒」を指す際に「ガリラヤ人」という名称を用いるのに対し、キリスト教徒
がユダヤ人の一派を「ガリラヤ人」と呼ぶ興味深い用例である。
　また、2世紀前半に活動したストア派のエピクテトス（27）と第二次ユダヤ戦争の指
導者バル・コクバ（28）も「ガリラヤ人」という言葉をそれぞれ一度用いている。エピ
クテトスの用例は、ハルナック以来キリスト教徒と迫害の中での彼らの立場とに関係
づけて考えられてきた（29）。マイヤーは、エピクテトスが「熱心党」について知って
（23） E. シュヴァイツァー『マタイによる福音書－翻訳と註解－』（NTD新約聖書註解、佐竹明訳、ATD・
NTD聖書註解刊行会、1978年）692頁。
（24） τοὺς Σαδδουκαίους ἢ τὰς ὁμοίας αἱρέσεις Γενιστῶν καὶ Μεριστῶν καὶ Γαλιλαίων καὶ Ἑλληνιανῶν καὶ Φαρισαίων καὶ 
Βαπτιστῶν（Justinus. Dialogus cum Tryphone.80.4）．テクストは次の文献を使用。E.J. Goodspeed, Die 
ältesten Apologeten (Göttingen; Vandenhoeck & Ruprecht, 1915).
（25） Ἐσσαῖοι• Γαλιλαῖοι• Ἡμεροβαπτισταί• Μασβωθαῖοι• Σαμαρεῖται• Σαδδουκαῖοι• Φαρισαῖοι（Eusebius. Historia 
ecclesiastica.4.22.7）．テクストは次の文献を使用。G.Bardy, Eusèbe de Cesarée Histoire ecclésiatique, 
vol.3 (Sources chrétiennes 55: Paris; Éditions du Cerf, 1958).
（26） ヘンゲル『ゼーロータイ』51頁参照。
（27） 「どのようにして統治者たちや槍兵たち、あるいは彼らの剣がこの者を恐れさせたというのか。即ち、
もし一人の人間の狂気からこれらの事に遭遇してそのような立場へと移されることができるのなら、
またガリラヤ人たちのように習慣からそのようなことができるのであるなら、人は、神があらゆるも
のを造ったということを、理性や立証によって学ぶことはできないのだろうか（ποῖος ἔτι τούτῳ τύραν-
νος φοβερὸς ἢ ποῖοι δορυφόροι ἢ ποῖαι μάχαιραι αὐτῶν; Εἶτα ὑπὸ μανίας μὲν δύναταί τις οὕτως διατεθῆναι πρὸς 
ταῦτα καὶ ὑπὸ ἔθους οἱ Γαλιλαῖοι• ὑπὸ λόγου δὲ καὶ ἀποδείξεως οὐδεὶς δύναται μαθεῖν, ὅτι ὁ θεὸς πάντα πεποίηκεν 
τὰ ἐν τῷ κόσμῳ καὶ αὐτὸν τὸν κόσμον ὅλον μὲν ἀκώλυτον καὶ αὐτοτελῆ, τὰ ἐν μέρει δ’ αὐτοῦ πρὸς χρείαν τῶν 
ὅλων;）」Epictetus. Dissertationes ab Arriano digestae.4.7.6．テクストは次の文献を使用。H. Schenkl, 
Epicteti dissertationes ab Arriano digestae (Leipzig; Teubner, 1916).
（28） 「シメオン・ベン・コシバからイエシュア・ベン・ガルグーラへ、また砦の人びとへ、拝啓。私は貴
官が貴官のもとにあるガリラヤ人を移駐させないならば、貴官の足に、かつてベン・アフルルがされ
たように足枷をはめるであろうと天に誓って宣言する」（翻訳は、Y. ヤディン『バル・コホバ：第二
ユダヤ叛乱の伝説的英雄の発掘』［小川英雄訳、山本書店、1979年］からの引用）。
（29） A.v. Harnack, Die Mission und Ausbreitung des Christentums in den ersten drei Jahrhunderten. 2 Bde (Leipzig; 
J.C. Hinrichs, 1906), S.412．
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いたはずがなく、明らかに「キリスト教徒」のことを言っていると力説している（30）。
しかしながら、ヘンゲルはこれに対して以下の 3点から反対する（31）。
①エピクテトスはユダヤ戦争後数年を経たないうちにローマにおり、そこでパレ
スチナの出来事を聞いた可能性がある。
②ヨセフスは、シカリ派（熱心党の一派）の殉教に際しての狂信的な頑固さは一
般的に知られていたと強調していた（32）。
③ユリアヌス以前には、キリスト教徒を「ガリラヤ人」と呼ぶ例がほとんど見当
たらないため。
　この反論に従うのなら、エピクテトスの用いた「ガリラヤ人」は、「熱心党」のこ
とを言っていると考えても、正当性があると言えるだろう。バル・コクバによる用例
について、この「ガリラヤ人」は「キリスト教徒」であると考える学者もいるが（33）、
やはり「熱心党」、ないしは地理的な意味でのガリラヤ人と考える方が自然であるだ
ろう（34）。
３．ユリアヌスの「ガリラヤ人（Γαλιλαίοι）」
3.1．ユリアヌスと聖書
　ユリアヌスは、キリスト教徒を「ガリラヤ人（Γαλιλαίοι）」と蔑称で呼んでいるが、
キリスト教徒の側も彼を長年「背教者（παραβάτης、Apostata）」（35）と呼び侮辱してき
た。それぞれの敵対者への憎しみを込めた罵りは、お互いの存在の脅威を感じていた
からであろう。異教徒のユリアヌスにとってローマ帝国のスタンダードな宗教になり
つつあったキリスト教は、是が非でも論駁したい相手であったのは間違いない（36）。
　ユリアヌスがキリスト教徒にとって脅威であると考えられたのは、その治世におい
（30） E. Meyer, Ursprlünge und Anfänge des Christentums 3 (Die Apostelgeschichte und die Anfänge des 
Christentums: Stuttgart; J.G.Cotta, 1923), S.350．
（31） ヘンゲル『ゼーロータイ』52-53頁参照。
（32） Josephus. De bello Judaico.7.417．
（33） Cf. J. T. Milik,"Une lettre de Simeon Bar Kokheba, "Revue Biblique, 60 (1953, 276-294)．
（34） Cf. G. Graystone, “The Dead Dead Scrolls－ II. Wadi Murabba'at,” Scripture 7 (1955, 66-76) ,73．
（35） この呼称は、9世紀のフォティオスによって与えられたとされ、おそらく『図書目録（BIbliotheca）』
の 77巻 54aが最初になるだろう。
（36） ユリアヌスがこのような立場となった理由については、従兄のコンスタンティウス 2世によって父親
を含む親族が皆殺しにされた幼少期の体験からであるとされている。詳しくは、秀村欣二「『ガリラ
ヤ人よ、汝は勝てり！』背教者ユリアヌスとキリスト教」『世界歴史講座１』（民主主義科学者協力歴
史部会編、三一書房、1953年、153-186頁）を参照せよ。
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てだけでなく（37）、その著作によるものも多かった。ユリアヌスの死から半世紀後、
アレクサンドリアの司教キュリロスは『ユリアヌス駁論（Contra Julianum）』を著し
ており、その序文であらゆるキリストの敵の中でも、キリスト教を内側から知ってい
たユリアヌスは特別に恐れられねばならないとしている（38）。この恐るべき敵は、聖
書自体の言葉で多くの証拠を取集めたので、キリスト教信仰の強い人物までもが自身
の信仰を揺るがされる事態になったとキュリロスは書き残している（39）。
　ユリアヌスが聖書の教養を身につけているのは、彼が 6歳の時からニコメディアの
司教エウセビオスの下で教育を受けており、青年期には後にアレクサンドリアの司教
となるカッパドキアのゲオルギオスの書庫の本のほとんどを読んでいたからであろ
う（40）。また、当代随一の修辞家リバニオスの下で学んだ際に、ナジアンゾスのグレ
ゴリオスやバシレイオスと交友関係があったことは有名である（41）。そして何より、
彼自身正帝となる 361年まで、従兄のコンスタンティウス 2世に命を狙われないため
に、キリスト教徒という「仮面」（42）を被り演じ続けていたのである。
　では、実際にユリアヌスが聖書に通じていたことを示す一例を挙げてみよう。ユリ
アヌスに限らずキリスト教を反駁しようとする異教徒たちは、イエスからその神性を
はぎ取ろうと議論する。彼も、キリスト教徒が一人の人間を崇拝する誤りに陥ってい
ると論じるが（43）、彼はその理由を新約聖書に求め、イエスを神と呼んでいる唯一の
著作家は福音書記者ヨハネだけで、そのヨハネも「明瞭に、はっきりと（οὐδὲ αὐτὸς 
σαφῶς οὐδὲ τρανῶς）」（44）そうしているのではないと指摘している。そして、「パウロも
マタイもルカもマルコも、あえてイエスを神と呼ぶことをしていない」（45）と加える。
この見解は、現代では一般的に認められているものであるが、当時このような事実に
気付く人がどれほどいたのだろうか。
（37） もちろん治世においてもユリアヌスはキリスト教徒にとって脅威であったようである。それは、彼が
暴力による迫害を行わず、教育改革のような政策でキリスト教徒にじわじわと不利になるようにする
ものであった。そのため、ルフィヌスは「他の者よりも狡猾な迫害者（callidior caeteris persecutor）」
とユリアヌスを評している（Ruﬁnus. Historia ecclesiastica.1.32）。
（38） R. L. ウィルケン『ローマ人が見たキリスト教』（三小田敏雄・松本宣郎・坂本浩・道躰滋穂子訳、ヨ
ルダン社、1987年）278頁参照。
（39） Cyrillus Alexandrinus. Contra Julianum. PG76:508C．
（40） 「私はゲオルギオスの書物はすべてとは言わないが、ほとんどのものを知っている」（Ἐπίσταμαι δὲ 
ἐγὼ τὰ Γεωργίου βιβλία, καὶ εἰ μὴ πάντα, πολλὰ μέντοι•）Julianus. Epistulae.107．
 　ユリアヌスの著作の節番号については、W. C. Wright, The Works of the Emperor Julian (Loeb Classical 
Library: Cambridge, Massachusetts, London, England; Harvard University Press, 1923)に従う。また使用し
たテクストも同著である。
（41） ユリアヌスは皇帝即位後、バシレイオスに皇帝の顧問となるように依頼している（『バシレイオスへ
（Epistulae.32）』）。
（42） G. W. バワーソック『背教者ユリアヌス』（新田一郎訳、思索社、1986年）95頁。
（43） Julianus. Contra Galilaeos.201．
（44） Ibid.213．
（45） τὸν γοῦν Ἰησοῦν οὔτε Παῦλος ἐτόλμησεν εἰπεῖν θεὸν οὔτε Ματθαῖος οὔτε Λουκᾶς οὔτε Μάρκος (Ibid.327)．
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　さらに、当時キリスト教徒たちの間で論争になっていた問題が、聖霊の被造性であ
ることを知っており、聖霊の生成と本質について聖書の創造物語には何も書かれてい
ないことを指摘して、キリスト教徒たちを嘲っていたなど（46）、聖書のみならずキリ
スト教会にも彼は精通していたのである。
　聖書についてユリアヌスが詳しかったことは確認した通りであり、「ガリラヤ人」
という単語をユリアヌスが知っていたのも、福音書におけるイエスの誕生と宣教活動
がガリラヤ地方であったことを熟知していたからであるだろう。
3.2．ユリアヌスの「ガリラヤ人（Γαλιλαίοι）」使用の意図
　「ガリラヤ人（Γαλιλαίοι）」という言葉の用例は、2世紀を過ぎて以降ユリアヌスに
至るまでほとんど見られない（47）。ユリアヌスは、突如として「キリスト教徒」を「ガ
リラヤ人」と呼んだのである。ユリアヌスは著作の中でも「キリスト教徒」という言
葉を絶対に使わずに「ガリラヤ人」を用いていることは、すでに『ローマ帝国衰亡
史』の中でギボンに指摘されていることである（48）。さらに、「キリスト教」を意味す
る χριστιανισμόςという用語も彼は一度も使っていない。
　ユリアヌスの現存する著作の中で、彼が「ガリラヤ人（Γαλιλαίοι）」という単語を
用いるのは 27回に渡る（49）。そして、その用例の多くで「不信心な（δυσσεβής）」とい
う形容詞がついており、ユリアヌスのキリスト教への批判的な姿勢が見うけられる。
そして、それらの用例の中には、彼のキリスト教への態度を知るには非常に興味深い
点がいくつもあった。その大半は、ガリラヤ人を「最も価値なき者（πονηροτάτοι）」（50）
であるとか、「病気に取りつかれている（ἐλήφθη τῆ νόσῳ）」（51）などと罵倒しているも
のであるが、不信心なガリラヤ人たちが勢力を拡大することができたのは、貧者を救
済する博愛（φιλανθρωπία）であったとキリスト教の長所を見抜こうとする冷静さも
兼ねていた（52）。また、『キュニクス派ヘラクレイオスへ（Oratio.7）』という著作の中
で、論敵であるキュニクス派の人々に対し「修道士（ἀποτακτίτης）」をあだ名に付け
るなど（53）、キリスト教徒の用語を用いてキリスト教徒以外の敵対者を皮肉ることも
（46） Ibid.49．
（47） Harnack, Die Mission und Ausbreitung des Christentums, S.412．
（48） E. Gibbon, The History of the Decline and Fall of the Roman Empire, Vol.4 Edited by J. B. Bury with an 
Introduction by W. E. H. Lecky (New York; Fred de Fau and Co., 1906), chap.23, fn.40．
（49） Oratio .  6,7, Epistluae .  46,54,61,79(twice),83(twice),84(twice),88,89(three times),98,106,107, 
110,111,114(twice),115, Misopogon. 28,35, Contra Galilaeos.39,42．
 　なお、この 27回は TLGにおいて Γαλιλαῖοςの複数形を検索した回数であり、単数形でも 1回用例
があり、アタナシオスを「ガリラヤ人」と呼んでいる（『アレクサンドリア人へ（Epistulae.111）』）。
（50） Julianus. Contra Galilaeos.79．
（51） Ibid.98．
（52） Julianus. Epistulae.84．
（53） Julianus. Oratio.7.224．
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あった。そして、ユリアヌスの憎悪は後のキリスト教徒によって削除されてしまうこ
とさえあった。『大祭司テオドレトスへ（Epistulae.89）』では、ユダヤ人が他の神々
を認めないことを批判しながらも彼らを高く評価した上で、「しかし、ガリラヤ人の
不信仰な分派に所属するこれらの者は」とキリスト教を罵ろうと始める。だが「あた
かも何かの病気であるかのように」と続けたところで、おそらくキリストへの冒涜の
言葉があったためか、以降の本文は削除されてしまっている（54）。
　しかしながら 27回の「ガリラヤ人」の用例がある中で、「ガリラヤ人」という呼称
自体に侮蔑的な意図を見出せるようなものは見つからなかった。そこで代わりに有益
な資料となるのが、その蔑称で呼ばれたキリスト教徒たちによるユリアヌスへの反駁
書や教会史である。彼らは、なぜ自分たちがその名で呼ばれたかについて言及してい
る。
　5世紀の教会史家であるソクラテスは、ユリアヌスが盲目のカルケドンの司教マリ
スに対して「あなた方、ガリラヤ人の神は決してあなたを癒してなどくれない」と非
難した場面において、「なぜなら彼は、キリストをガリラヤ人と、キリスト教徒をガ
リラヤ人どもと呼ぶことを習慣化していたからである」（55）と解説を加えている。これ
は、ユリアヌスがイエスを聖書の知識に基づいてガリラヤ地方の人物であるとして
「ガリラヤ人（Γαλιλαῖος）」と呼んでおり、その活用としてイエスの信奉者たちを「ガ
リラヤ人ども（Γαλιλαίοι）」と呼んだことを示している。そのように、キリストを「ガ
リラヤ人（Γαλιλαῖος）」として呼んだ同様の例として、ソクラテスと同時代の教会史
家テオドレトスによって伝えられているユリアヌスの最期の言葉「ガリラヤ人よ、汝
は勝てり（νενίκηκας Γαλιλαῖε）」（56）も挙げることができるだろう（57）。
　教会史家たちの証言よりこの名称について踏み込んでいるのは、かつてユリアヌス
の学友であったナジアンゾスのグレゴリオスである。彼は『ユリアヌス反駁（Oratio.4, 
Oratio.5）』という反駁書をユリアヌスの死後間もなく著しており、その中でユリアヌ
スが「ガリラヤ人」と呼んだ意図を、キリストと呼ぶことによって彼の栄光と高潔さ
の偉大さを示してしまうため、その名を用いるのを恐れて避けていたのだとしてい
る（58）。グレゴリオスは、その理由を「悪魔たちの故に」（59）としている点で、かなり
（54） Οἱ δὲ ἐκ τῆς Γαλιλαίας δυσσεβεῖς ὥσπερ τι νόσημα τῷ βίῳ τὴν ἑαυτῶν...(Julianus. Epistulae.89)．
（55） οὐκ ἄν, φησίν, οὐδὲ ὁ Γαλιλαῖός σου Θεὸς θεραπεύσειε σέ. Γαλιλαῖον γὰρ εἰώθει ὁ Ἰουλιανὸς καλεῖν τὸν Χριστὸν καὶ 
τοὺς Χριστιανοὺς Γαλιλαίους（Socrates. Historia ecclesiastica.3.12）．テクストは次の文献を使用。P. Maraval 
and P. Périchon, Socrate de Constantinople, Histoire ecclésiastique (Paris; Editions du Cerf, 2004-2007).
（56） Theodoretus.Historia ecclesiastica.3.25.7．
（57） ただし、この有名な言葉は、極めて真実性が疑われているものであり、他の伝承では「ヘリオスよ、
汝は私を見捨てた（ὦ ἥλιε, ἀπώλεσας Ἰουλιανόν）」となっている（Zosimos. Epitome historiarum. 
13.13.29）。
（58） Gregorius Nazianzenus. Oratio.4.76 (PG35: 601)．
（59） ὥσπερ οἱ δαίμονες, ( Ibid)．
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キリスト教側からの偏った見解であると言えるが、ユリアヌスが「キリスト」という
名称を良い意味の言葉と捉えていたために用いるのを避けたというのは十分考えられ
る指摘であろう。つまり、これはユリアヌスの立場からしてみれば、イエスは「キリ
スト」などといった誉れ高い称号を持った者なのではなく、「ただのガリラヤ地方の
人物」にすぎないと見なしていたということだろう。先述したように、ユリアヌスは
イエスのことを聖書が神だと言っていないことに気付いていたからである。
　これらの古代教会の証言とは別に、近現代の学者たちはさらにユリアヌスの「ガリ
ラヤ人」使用の意図について考察している。例えば、バウダーはキリスト教起源の社
会的あるいは地理的な知名度の低さを示す目的でこの用語が使われたと理解してい
る（60）。また、アタナシアディはキリスト教の普遍性を否定する狙いで「ガリラヤ人」
という地理的に限定された表現をユリアヌスが用いたのだと主張している（61）。
　これらの見解は十分同意できるものであるが、彼らの主張の根拠はユリアヌスによ
るキリスト教反駁の書『ガリラヤ人駁論（Contra Galilaeos）』に見つけられる。ここ
で論点となっているのは、「ガリラヤ人」の神がどのような存在であるのかについて
である。当時キリスト教は、ローマ帝国中で民族の垣根を越えた宗教として親しまれ
ていた。ユリアヌスはこの反駁書の中で、このような超民族的宗教であったキリスト
教の正体を暴こうとしたのである。まず、ユリアヌスはキリスト教の神があらゆる権
威を持った全世界の創造者などではなく、限界がある者であることを主張する（62）。
そして、あらゆる者の神がユダヤの地だけを選ぶことはありえないとして、「かの者
が私たちにも同様にあらゆる者の神であり、万物の創造者であるのならば、どうして
かの者は私たちを無視したのだろうか」（63）と疑問を投げかけている。つまり、ユリア
ヌスにとってあらゆる者の神とは、すべての者に知られる霊的存在であり、特定の時
間や場所に顕現することはない存在であったのである（64）。従って、彼の主張は 2世
紀以降のキリスト教徒たちが繰り返し唱えてきたキリストの時空的普遍性）に真っ向
から対決しようとするものであったと言える。ユリアヌスはキリスト教の神を地理的
に限定された神々の内の一つの民族神にすぎないと見なしていたのである。そして、
このことが普遍的な意味を有する「キリスト教徒」という表現を避けて、地理的に有
限な神を崇拝する者を意味する「ガリラヤ人」とユリアヌスが呼んだ最大の理由で
あった可能性は十分あると言える。
（60） D. Bowder, The age of Constantine and Julian (London; Elek, 1978), p.110．
（61） P. Athanassiadi-Fowden, Julian and Hellenism: an intellectual biography (Oxford; Clarendon Press, 1981), 
p.161.fn．
（62） Julianus. Contra Galilaeos.100．
（63） εἰ γὰρ πάντων ἡμῶν ἐστι θεὸς καὶ πάντων δημιουργὸς ὁμοίως, τί περιεῖδεν ἡμᾶς; (Ibid.106)．
（64） ウィルケン『ローマ人が見たキリスト教』284-285頁参照。
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４．まとめ
　本論文では、前半でユリアヌス以前の「ガリラヤ人」を後半でユリアヌスにおける
「ガリラヤ人」を扱ったが、前半の用例の大半が「ガリラヤ地方の人」という地理的
な意味か「熱心党」を指しており、後者のような「キリスト教徒」を指す意味で用い
られることは、使徒言行録の 1:11と 2:7を除いてほとんど存在しなかった。つまり、
突如 4世紀にユリアヌスは「ガリラヤ人」という呼称をキリスト教徒に向けたのであ
る。本論文では、これをユリアヌスがキリスト教の神を普遍的なものではなく有限な
ものであると捉えていたためであると結論付けた。だが、どうしてユリアヌス以前の
有能なキリスト教の批判者、たとえば 2世紀のケルソスによってこの呼称は用いられ
なかったのだろうか。ケルソスもまたキリスト教の神の有限性を指摘しており（65）、
キリスト教徒に対し「ガリラヤ人」という蔑称で呼ぶ可能性があったと言える人物で
ある。その疑問は、本論文の第 2章から明らかにすることができるだろう。2世紀に
おいて「ガリラヤ人」という呼称は、「熱心党」というユダヤ教の民族主義集団を指
していると一般的に広まっていた。そのため、「キリスト教徒」を指すのに、この呼
称があまり向いているとは思わなかったのだろう。確かに、使徒言行録の 2回の「ガ
リラヤ人」の用例から、1世紀にはイエスの信奉者にその呼称を用いることはあった
かもしれない。だが、同じ呼称が別の一派を指す語としても用いられているとすれ
ば、紛らわしさを感じて用いるのを避けようとするに違いない。その結果、イエスの
信奉者たちはイエスの出生地に由来する「ナザレ人」ともよく呼ばれることもあった
し、最終的に「キリスト教徒」という馴染みの呼称が一般に浸透していったのだろ
う。以上のことから、ケルソスら 2世紀の異教徒にとって「キリスト教徒」を「ガリ
ラヤ人」と呼ぶことは好ましくないと思われたのである。そして、4世紀の中頃には、
「ガリラヤ人」＝「熱心党」という認識は忘れ去られ、イエスがガリラヤ地方で生ま
れ活動したという聖書の知識に基づいて、ユリアヌスは躊躇なくキリスト教徒を「ガ
リラヤ人」と言い放つことができたのである。
（65） Origenes.Contra Celsum.4.7．
